
 

 

 

 

 

 

 

 

 

板櫃中校区では、台風２号の大きな影響はなかったようです。今後も、大雨や台風に対する警戒
は必要です。先週、北九州市教育委員会生徒指導課より連絡がありましたので、保護者の皆様に
もその概要をお知らせします。 
〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇● 
① 安全確保の徹底に関する情報（５月３１日） 

■令和５年５月３０日（火）の１９時頃、市内において、車から降りてきた男が、下校中の中学生に
向かって卑猥な言葉をかけるという事案が発生。 
■被害生徒の在籍校及び近隣の学校には別途連絡済み。  
■最近、見知らぬ人から声をかけられる等の不審者情報が、 教育委員会に多く報告。  
■各学校・園においては、日頃から幼児児童生徒の安全確保の取組を実施しているところだが、
下記の点に十分留意の上、一層の徹底をお願いする。 
❶ 万一の事態が発生した場合に、逃げる・大声を出す・防犯ブザーをならす・近隣に助けを求め
るなどの対処法を指導する。 
❷ 可能な範囲で、放課後や部活動後の下校時間を揃えるとともに、定められた通学路を通って、
複数で登下校をするよう指導する。 
❸ ＰＴＡ、自治会、警察、校区の関係機関等と連携する。 
❹ 外出する際には、できるだけ明るく見通しのいい場所を通行するなどの危険を回避する 
〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇●〇● 
② 幼児児童生徒の河川の水難事故の防止について（６月１日） 

■令和５年５月３１日（水）の１８時頃、市内で川に落ちたボールを拾おうとした小学生が転落し、
流されるという事案が発生。 
■幸いにも近くにいた大人が救助し、大事には至らなかった。 
■今後、大雨による河川の増水や川遊び等による、河川水難事故発生の危険が高まることが予想
されることから、今一度再発防止に向けた対策が必要。 
■これまで各学校・園においては適切に対応しているが、安全確保に向けて、改めて下記の内容
について幼児児童生徒・保護者・教職員に周知し、徹底すること。 
❶ 遊泳禁止区域等、危険箇所では決して遊ばないこと。 
❷ 河川に行く際は、大人と一緒に行き、子どもだけでは遊びに 行かないこと。 
❸ 大雨時に川遊びや魚釣り等は絶対にしないこと。 
❹ 雨が降っていなくても、河川が増水している場合があるので 近づかないこと。 
❺ 川の様子が急変する前兆（山鳴り・増水、水の濁り、流木・減水・腐った土や火薬のようなにお
い等）があれば、避難する こと。 
❻ 河川が氾濫してからでは遅いので、早めに避難すること。 
❼ 校区内や近隣の危険な河川・池・沼・貯水池等を把握し、具体的な場所を示して、児童生徒に
その場所には行かないよう指導すること。 

 

 

 

日本の年平均降水量は 1690mm と、世界の年平均降水量約 810mmの 2倍を超えます。こ

の豊富な降水量が、日本の豊かな自然環境や日本人の暮らしを支えてきました。 

しかし、雨は時として深刻な災害をもたらします。特に、梅雨前線と台風によって集中的に雨が降

る６月から１０月にかけては、全国的にその危険性が高まります。 

また、日本で一日に 100mm 以上の雨が降る日数が増加傾向にあります。最近３０年間

(1980〜2009 年）と２０世紀初頭の３０年間（1901〜1930 年）を比較すると、その日数は約

1.2倍に増えているのです。 

  100mm というとわずか 10cm ですが、１㎡に降る量に換算すると、100 リットル、重さにする

と 100kg にもなります。わずか１㎡でこれだけの量の水となるのですから、100mm という雨が

広範囲に降り続けば、いかに膨大な量となり、危険が高まるかが容易に想像できます。 

■ 近年の豪雨災害 

大雨による被害は１９５０年代後半までと比べ、大幅に減少しています。それは、災害の軽減を目

的とする治山・治水などの防災対策が進み、河川の氾濫などによる水害が起こりにくくなったこと、

災害をもたらすような気象現象を予測する情報の精度が向上し、伝達手段も普及・発達したことな

どから、避難等により災害を回避する防災体制が充実してきたこと等が大きく寄与しています。 

しかし近年、豪雨は毎年のように発生し、人命や財産に多大な影響を及ぼす災害が起きていま

す。例えば、「平成２１年７月中国・九州北部豪雨」では、大分県日田市椿ヶ鼻で 702mm、福岡県

太宰府で 636.5mm、山口県防府市で 549mm、山口県山口市で 546.5mm などの総雨量を

記録し、７月の平均降水量の２倍近くに及ぶ地域もありました。特に被害の大きかった防府市では、

土砂災害で特別養護老人ホームなどを中心に２２名の死者が生じました。この豪雨全体の被害は

死者３５名、負傷者５９名に及んだ他、住家全壊５２棟、住家半壊９９棟、４３５件の土砂災害、さら

に延べ約４万４千戸で停電、鉄道では３２区間が運転中止となりました。 

■ 局地的大雨と都市型水害 

近年は災害の発生する様相も変わってきました。急激に進んだ都市化などによって中小河川の

氾濫や土砂災害が増え、それによる死傷者も発生しています。 

 もう一つの変化は、ゲリラ豪雨などと呼ばれている大雨の発生です。大雨注意報や大雨警報の発

表基準に達しない雨量でも、単独の積乱雲によって数十分の短時間に狭い範囲で数１０mm に及

ぶ「局地的大雨」が降り、それによる災害が注目されています。また、前線や低気圧などの影響や

地形の影響で積乱雲がごく狭い範囲で発生・発達を繰り返して起きる「集中豪雨」にも注意が必

要です。舗装の普及した都市部では、大量の雨が一気に低い地域に流れ込み浸水を引き起こしや

すくなっています。特に地下街は雨水流入による水没の危険にさらされます。都市部は人口やさま

ざまな機能の中枢が集まっており、ひとたび災害が起きればその被害も大きくなります 

■ 気象情報をキャッチする 

気象庁では、さまざまな方法によって気象を観測・監視しています。例えば、天気予報などでよく

耳にするアメダス（AMeDAS）です。全国約１３００カ所に配置されており、降水量、風向・風速、気

温、日照時間などを自動的に観測し、そのデータを１０分おきに気象庁に自動送信しています。 

 また、全国約１６０カ所の気象台などでは、アメダスが観測していない気圧や湿度などの観測も
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行っています。 

さらに、気象庁は気象レーダーによって、半径 300〜400km の範囲内の降雨の状況を５分ご

とに観測しています。気象レーダーは全国に２０基配置されており、ほぼ全国をカバーしています。

そのため、雨量計のない場所でも、降雨の状況を捉えることができるのです。 

また、局地的大雨等による浸水被害が頻発していることを受け、国土交通省は、このような水害

に対し、適切な水防活動や河川管理を行うため、平成２２年３月末までに３大都市圏等関東、北陸、

中部、近畿に１１基の高性能レーダー「X バンドMP レーダ」を設置し試験運用を開始しました。こ

れにより、従来の C バンドレーダーではとらえることができなかった降雨についても、詳細かつリア

ルタイムでの観測が可能となりました。 

この他にも、気象庁では静止気象衛星「ひまわり」による宇宙からの雲の観測や、気球を上げて、

地上から約３０km 上 空までの気圧や気温などを鉛直的に観測する高層気象観測なども行われ

ています。気象庁では２４時間体制で気象状況の観測・監視を行っています。 

■ 局地的大雨の情報を得る 

大雨に備える予報として、気象庁は降水短時間予報と降水ナウキャストという予報も提供してい

ます。降水短時間予報とは、６時間先までの各１時間雨量の分布を予報するもので、３０分ごとに

新しい予報を発表します。降水ナウキャストは１時間先までの各１０分間雨量の分布を予想するも

ので、10分ごとに新しい予報を発表します。 

降水短時間予報は、地形の影響によって降水が発達、衰弱する効果を計算しているので、高い

雨量予報精度をもっていますが、雨雲の急激な発生、発達は予想が難しいといわれています。一方、

降水ナウキャストは、計算時間の節約のため地形の影響等の計算を省略しているので、降水の強

度の変化を予測できませんが、１０分ごとに新しい予報を発表するので、急速に発達した雨雲によ

る雨量の予測には力を発揮します。 

  局地的大雨や集中豪雨発生のおそれが高まった場合には、河川、渓流、下水管、用水路などの

危険な場所からは避難しなければいけません。都市部では、浸水の危険性が高い地下街や地下空

間への避難も避けなければいけません。自動車を運転中の場合は、アンダーパスや地下道路の通

行はなるべく控える必要があります。自動車の排気口から水が流入したり、運転を制御するコンピ

ュータが冠水したりして運転が不能になる場合があるからです。 

■ 局地的大雨への対応 

しかし、局地的大雨の被害が発生しやすい場所で活動する場合もあります。そのような場合、活

動の一日前から数時間前には、「大気の状態が不安定」「天気が急変するおそれ」といった天気予

報の解説がされていないかを、あるいは「所によって雷を伴い」といった予報が出ていないかを、

テレビ、ラジオ、インターネットを利用して確認することが重要です。さらに、活動中も、携帯電話な

どを利用して、雷注意報や大雨注意報が発表されていないかを、あるいは、気象レーダー、降水短

時間予報、降水ナウキャストによる予報を、随時チェックすることも必要です。地方公共団体や民間

予報事業者等が大雨に関する情報をメールで提供するサービスも行っており、そうしたサービスを

事前に登録しておくのもいいと思います。 

携帯電話を利用できない場合は、空の変化に注意を払い、天気の急変に備えなければいけませ

ん。例えば、真っ黒い雲が近づき、周囲が急に暗くなる、雷鳴が聞こえたり、雷光が見える、冷たい

風が吹き出す、大粒の雨やひょうが降り出すといったことは、発達した積乱雲が近づく兆しです。 

■ 状況に応じた行動が重要 

大雨による大規模な土砂災害や水害の危険がいよいよ迫ってきたら、適切な避難行動が必要

になります。この際、具体的にどのような事に注意して避難すればよいのでしょうか。「大雨災害に

おける避難のあり方等検討会報告書」によると、近年、避難の時期、方法、場所が適切でなかった

など、状況に応じた適切な避難行動が選択されなかったことで被災した事例が数多く発生してい

ます。住民にとっての避難のイメージは、自宅から避難所として指定されている小中学校などの公

的施設へ移動する「立退き避難」を前提として捉えられている場合が多いです。そのため、行政が

指定する避難所に移動することが最善だという固定観念で、夜間や降雨時あるいは道路が浸水し

ているような悪条件の中を避難して被災したという事例も多くあるのです。 

例えば、大雨時に自宅にいた場合、見通しの悪い夜間や、道路の冠水などの危険な状況下での

避難はできるだけ避けなければなりません。自宅や隣接する建物の２階などへ一時避難し、救助を

待つことも選択肢に含まれると考えるべきです。また、避難所へ避難する場合は、がけ崩れのおそ

れがある斜面や土石流発生のおそれがある渓流の通過は避ける必要があります。土石流発生の

おそれがある場所では流れに対して直角方向にできるだけ離れる、渓流を渡って対岸に避難する

ことは避ける、といったことも大切です。 

■ 日頃からの備えが身を守る 

こうした、いざという時の行動は、私たち一人ひとりが、日頃から大雨時には身の回りのどのよう

な場所に危険性が潜んでいるのかについて、自治体などが公表している洪水ハザードマップ、土

砂災害危険箇所マップなどによりあらかじめ確認し、把握しておくことが重要です。このような災害

に備える自助努力こそが、大雨災害から自分の身を守るための最善の対応策です。 

例えば、居住地域を大雨が襲ったことがあれば、そのときの状況を思い起こしておくことも有効

です。近隣に河川があれば、溢れたときにどう逃げるかをイメージしておくこと、一人ひとりが身の

回りで想定される事態を想像し、ハザードマップでの避難場所や避難経路を確認し、実際に自分

の目で確認しておくことが大切です。さらには住家に災害保険をかけておくことも災害対策の重要

な手段のひとつになります。 

  もしも、大雨に見舞われたときには、日頃の備えを充分に生かして適切な判断を行うこと、それを

可能にするために情報収集と「いざというとき」の想像力を身につけておくことです。 


